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住
宅
金
融
支
援
機
構
は
十
一

月
十
九
日
、
平
成
二
十
二
年
度

「
マ
ン
シ
ョ
ン
す
ま
い
・
る
債
」

の
募
集
結
果
を
発
表
し
た
。
十
万

口
・
五
百
億
円
の
募
集
枠
に
対

し
、
応
募
口
数
は
三
万
四
千
二
百

七
十
一
口
。
二
十
一
年
度
比
百
三

十
九
・
七
％
の
大
幅
増
で
、
応
募

率
は
三
四
・
三
％
と
、
二
十
一
年

度
比
で
約
一
〇
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ

プ
し
た
。（
左
図
参
照
） 

前
年
比 
139 
・ 
7 
％
増 
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応
募
率
が
三
十
％
を
超
え
た

の
は
、
平
成
十
八
年
以
来
四
年
振

り
。
応
募
管
理
組
合
数
は
千
五
百

四
十
九
組
合
。
応
募
率
同
様
、
二

十
一
年
度
比
で
一
三
三
・
三
％
ア

ッ
プ
し
た
。 

 

一
管
理
組
合
の
平
均
応
募
口

数
は
二
二
・
一
口
（
千
百
五
万

円
）
。
二
十
一
年
度
は
二
一
・
一

口
、
二
十
二
年
度
は
二
０
・
五
口

で
、
や
や
増
加
傾
向
。
こ
の
五
年

間
で
は
今
回
が
最
も
数
値
が
高

い
。 前

年
比
で
応
募
率
が
大
幅
に

ア
ッ
プ
し
た
の
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

す
ま
い
・
る
債
の
積
み
立
て
を
終

え
た
管
理
組
合
が
再
度
新
規
購

入
を
始
め
た
た
め
だ
と
考
え
ら

れ
る
。 

す
ま
い
・
る
債
の
積
み
立
て
は

最
大
で
十
回
。
制
度
が
創
設
さ
れ

た
平
成
十
二
年
に
応
募
し
、
継
続

購
入
を
続
け
た
管
理
組
合
は
今

年
一
月
、
十
回
目
の
積
み
立
て
を

終
え
て
お
り
、
初
め
て
の
「
満
期
」

を
迎
え
た
管
理
組
合
が
今
回
、
新

た
に
応
募
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。 

◇ 

住
宅
金
融
支
援
機
構
が
ま
と

め
た
平
成
二
十
二
年
度
の
マ
ン

シ
ョ
ン
す
ま
い
・
る
債
応
募
管
理

組
合
の
平
均
像
は
次
の
通
り
だ
。 

一
管
理
組
合
の
口
数
の
分
布

を
見
る
と
、
ト
ッ
プ
は
「
一~

十

口
」
で
、
四
九
・
七
％
。
「
十
一

~

二
十
口
」
が
二
三
・
九
％
、「
二

十
一~

三
十
口
」
が
八
・
六
％
で

続
く
。 

「
一
団
地
当
た
り
の
戸
数
」
は

平
均
百
三
十
戸
。
規
模
別
の
分
布

は
「
二
〇
一
戸
～
」
が
一
七
・
八
％

で
最
多
。
「
二
十
一
～
四
十
戸
」

が
一
七
・
五
％
、
「
四
十
一
～
六

十
戸
」
が
一
六
・
八
％
で
続
く
。 

「
築
後
経
過
年
数
」
は
「
十
九

年
～
」
が
二
二
・
五
％
で
最
多
。

「
一
～
三
年
」
が
二
二
・
一
％
、

「
十
三
～
十
五
年
」
が
十
五
・

一
％
で
続
く
。
「
一
～
四
年
」
で

統
計
を
取
っ
た
十
二
年
度
以
外

は
、
平
成
十
八
年
度
を
除
き
「
一

～
三
年
」
が
ト
ッ
プ
を
独
占
し
て

き
た
が
、
十
九
年
度
に
は
五
五
・

二
％
に
ま
で
ダ
ウ
ン
。
今
回
さ
ら

に
数
字
を
落
と
し
、
首
位
の
座
を

譲
っ
た
。 

対
照
的
に
「
十
九
年
～
」
は
、

毎
年
シ
ェ
ア
が
増
加
。
十
九
年
度

は
九
・
六
％
と
シ
ェ
ア
は
全
体
の

一
割
に
満
た
な
か
っ
た
が
、
二
十

年
度
に
十
五
・
一
％
、
昨
年
度
は

十
八
・
六
％
と
シ
ェ
ア
を
拡
大
し

て
い
た
。 

「
十
三
～
十
五
年
」
も
前
年
度

 

質
問 

 

１
階
に
居
住
す
る
組
合
員

が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
２
階
以

上
の
組
合
員
の
一
部
共
用
部

分
で
あ
る
か
ら
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
維
持
管
理
費
分
は
支
払

わ
な
い
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
で

し
ょ
う
か
。 

 

回
答 

 

確
か
に
１
階
の
人
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
機
会

が
少
な
い
で
す
。
し
か
し
、
利

用
程
度
だ
け
で
全
体
共
用
部

分
か
一
部
共
用
部
分
か
と
い

う
こ
と
が
決
ま
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
規
約
で
は
一
部

共
用
部
分
と
規
定
し
て
あ
る

で
し
ょ
う
か
。
構
造
上
は
１
階

の
人
は
使
え
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
構
造

や
規
約
等
も
検
討
し
な
い
と

一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
は
全
体
共
用

部
分
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
。 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
使
用
頻
度

を
考
慮
し
て
、
分
譲
当
時
か
ら

割
安
と
な
っ
て
い
た
１
階
部

分
の
区
分
所
有
者
の
負
担
割

合
を
「
専
有
部
分
の
床
面
積
に

応
じ
て
算
定
す
る
」
と
し
た
規

約
の
変
更
に
は
合
理
性
が
認

応
募
率 
、 

34 
・ 
3
％
に
上
昇 

《
教
え
て
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
さ
ん
》 

と
比
べ
、
大
幅
な
伸
び
を
見
せ
て

い
る
。 

（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
新
聞

8
2

5

号
よ
り
） 

 

＊
キ
ー
ワ
ー
ド
＊ 

 

「
マ
ン
シ
ョ
ン
す
ま
い
・
る
債
」 

 

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支

援
機
構
（
以
下
”
機
構
”
）
が
発

行
し
て
い
る
債
券
を
定
期
的
に

購
入
す
る
積
立
制
度
の
こ
と
。 

修
繕
積
立
金
に
よ
り
、
機
構
が

発
行
す
る
住
宅
金
融
支
援
機
構

債
権
（
マ
ン
シ
ョ
ン
再
建
）
を
毎

年
一
回
ず
つ
継
続
的
に
購
入
し
、

最
高
十
回
積
み
立
て
る
事
が
出

来
る
。 

【
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】 

h
ttp

://w
w

w
.jh

f.g
o
.jp

/cu
st

o
m

e
r/k

a
n

ri/sm
ile

.h
tm

l 

め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
３
１
条

第
２
項
に
規
定
さ
れ
た
「
特
別

の
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
と
き
」

に
は
当
た
ら
ず
、
当
該
１
階
の

区
分
所
有
者
の
承
諾
を
得
る

こ
と
な
く
決
議
さ
れ
て
も
有

効
で
あ
る
と
し
た
判
例
（
東
京

地
裁
平
成
５
年
３
月
３
０
日
）

が
あ
り
ま
す
。 

た
だ
、
店
舗
併
用
マ
ン
シ
ョ

ン
で
店
舗
部
分
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
と
居
住
部
分
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
が
別
個
独
立
し
て
い

る
場
合
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

一
部
共
用
部
分
と
み
る
べ
き

ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

22 
 
年 
 
度 

平成22年度
（Ａ）

平成21年度
（Ｂ）

対前年度比率
（Ａ）／（Ｂ）

応募組合数 1,549組合 1,162組合 133.3%

応募口数 34,271口 24,535口 139.7%

応募率 34.3% 24.5% -

「
す
ま
い
・
る
債
」 
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な
ぜ
高
圧
一
括
受
電
で 

電
気
料
金
が
削
減
で
き
る
の
？ 

編集後記 

2011 年がスタートしました。 

今年も当事務所は、万全の態勢で皆様のお役に立てるように頑張りますのでよろしくお願いします。 

今年も皆様にとって良い年でありますように！ 

電
気
事
業
法
の
自
由
化

に
伴
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も

電
気
の
ま
と
め
買
い
（
電
力

一
括
契
約
）
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
電
力

一
括
契
約
に
よ
る
電
気
料

金
の
削
減
は
新
し
く
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
大
胆

な
電
気
料
金
削
減
方
法
で

す
。 共

用
部
と
専
有
部
の
電

気
料
金
の
削
減
が
可
能
で
、

使
い
方
に
よ
っ
て
は
管
理

費
滞
納
対
策
や
修
繕
積
立

金
滞
納
対
策
に
も
利
用
方

法
が
出
来
ま
す
。 

 

電
力
の
一
括
契
約
っ
て

な
に
？ 

多
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で

は
電
気
会
社
（
東
京
電
力
や

関
西
電
力
な
ど
）
か
ら
各
世

帯
に
使
用
し
た
電
気
料
に

応
じ
て
電
気
料
金
を
支
払

っ
て
い
ま
す
。 

電
気
は
電
気
会
社
か
ら

電
線
を
経
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン

内
の
電
気
室
に
運
ば
れ
、
各

世
帯
に
電
力
が
供
給
さ
れ

ま
す
。
（
下
図
参
照
）
こ
の

電
気
室
内
の
変
電
設
備
は

マ
ン
シ
ョ
ン
内
に
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
電
気
会
社
の

持
ち
物
で
あ
る
こ
と
が
多

く
、
電
気
会
社
主
導
の
供
給

シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

前
述
の
法
改
正
で
マ
ン
シ

ョ
ン
で
も
電
気
会
社
か
ら
電

力
を
一
括
で
購
入
す
る
事
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

変
電
設
備
を
マ
ン
シ
ョ
ン
所

有
の
も
の
に
取
替
え
る
こ
と

で
、
電
気
を
安
く
購
入
す
る
事

が
出
来
、
電
気
料
金
の
大
幅
な

削
減
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。 

平
均
で
３
～
４
割
は
削
減 

高

圧

一

括 
受
電
シ
ス
テ
ム 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
使
用
電
気

を
高
圧
で
引
き
込
み
、
業
者
が

設
置
し
た
変
電
設
備
等
で
共

用
部
・
専
有
部
に
電
力
供
給
を

行
う
高
圧
一
括
受
電
シ
ス
テ

ム
は
、
価
格
の
安
い
高
圧
電
力

と
高
い
低
圧
電
力
の
価
格
差

を
利
用
し
て
電
気
料
金
を
削

減
す
る
仕
組
み
。
削
減
分
だ
け

で
な
く
導
入
費
や
運
営
費
も

業
者
が
価
格
差
か
ら
償
還
す

る
た
め
コ
ス
ト
も
掛
か
ら
な

い
。 業

者
に
よ
る
と
、
導
入
件
数

は
伸
び
て
い
る
と
い
う
。
導
入

実
績
や
削
減
率
な
ど
、
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

◇ 

高
圧
一
括
受
電
を
扱
う
主

な
会
社
の
導
入
実
績
は
次
の

通
り
。 

中
央
電
力
（
本
社
大
阪
）
は
、

平
成
十
六
年
に
初
導
入
し
平

成
二
十
二
年
八
月
末
現
在
で

四
百
八
十
五
棟
と
な
っ
て
い

る
。
エ
フ
ビ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ズ
（
本
社
京
都
）
は

平
成
二
十
年
か
ら
営
業
開
始
、

平
成
二
十
一
年
に
合
併
し
た

ア
ク
リ
ス
の
導
入
物
件
七
十

四
棟
と
合
わ
せ
て
平
成
二
十

もう少し 
詳しく！ 

各
社
に
聞
く
導
入
実
績 

二
年
十
一
月
現
在
で
百
十
四

棟
。
平
成
二
十
年
に
既
存
物
件

へ
の
営
業
を
開
始
し
た
ア
イ

ピ
ー
・
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ

（
本
社
東
京
）
は
現
在
四
十
二

棟
と
し
て
い
る
。 

高
圧
一
括
受
電
は
、
共
用

部
・
専
有
部
を
合
わ
せ
た
、
マ

ン
シ
ョ
ン
全
体
の
電
気
料
金

を
削
減
。
そ
の
上
で
、
「
浮
い

た
カ
ネ
」
を
ど
こ
に
割
り
振
る

か
を
決
め
る
。 

各
社
と
も
、
割
り
振
り
先
の

メ
ニ
ュ
ー
は
①
共
用
部
②
共

用
部
と
専
有
部
③
専
有
部
の

三
パ
タ
ー
ン
だ
が
、
中
央
電
力

は
①
②
、
エ
フ
ビ
ッ
ト
は
①
②

③
、
ア
イ
ピ
ー
は
①
の
み
の
提

供
と
な
っ
て
い
る
。 

業
者
に
よ
る
と
現
実
に
は

①
を
選
択
す
る
管
理
組
合
が

最
も
多
く
中
央
電
力
で
は
八

割
、
エ
フ
ビ
ッ
ト
で
も
六
割
か

ら
七
割
と
し
て
い
る
。 

「
専
有
部
に
割
り
振
る
と

住
戸
数
で
削
減
数
が
分
散
し

戸
当
た
り
五
％
や
一
〇
％
と

な
り
、
メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ

な
い
」
（
エ
フ
ビ
ッ
ト
）。 

従
っ
て
中
央
電
力
と
ア
イ

ピ
ー
は
、
専
有
部
の
み
と
い
う

方
法
は
提
案
し
て
い
な
い
。 

実
際
の
削
減
率
は
エ
フ
ビ
ッ

ト
と
ア
イ
ピ
ー
が
四
〇
～
五

〇
％
で
最
多
と
し
、
と
も
に
六
割

か
ら
七
割
の
物
件
で
実
現
し
て

い
る
と
い
う
。
中
央
電
力
は
三
〇

～
三
五
％
が
七
割
で
最
多
。 

共
用
部
の
削
減
率
を
決
め
る
要

素
は
、
住
戸
数
と
共
有
部
使
用
電

気
料
金
が
大
き
い
。
住
戸
数
が
多

く
か
つ
共
用
部
の
電
気
使
用
量

が
少
な
い
物
件
で
は
、
高
圧
と
の

価
格
差
が
大
き
く
な
り
削
減
幅

も
広
が
る
の
で
、
共
用
部
に
回
す

削
減
率
も
上
が
る
。 

◇ 

高
い
削
減
率
も
可
能
な
高
圧

一
括
受
電
。
し
か
し
、
導
入
し
た

後
は
三
年
に
一
回
程
度
、
全
戸
停

電
を
伴
う
点
検
が
必
要
に
な
る
。

停
電
時
間
は
通
常
は
一
時
間
程

度
（
ア
イ
ピ
ー
）
だ
と
い
う
。 

ま
た
、
導
入
に
際
し
て
は
電
力

会
社
と
の
供
給
契
約
の
解
除
が

必
要
で
、
契
約
者
全
員
の
承
諾
が

求
め
ら
れ
る
。 

た
と
え
決
議
し
て
も
即
導
入

と
は
い
か
な
い
の
で
、
注
意
が
必

要
だ
。
（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
新
聞 
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